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2026 年度事業計画書 

一般社団法人高砂市観光交流ビューロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

connects to everything 
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これまでの観光 

量を重視 

「どこ行く？」 

モノ消費 

“観る”観光 

演出された体験 

これからの観光 

質を重視 

「何する？」 

コト、トキ消費 

・“関わる”観光 

・本物の体験 

高砂ならではの価値 

歴史・文化/自然/産業・匠/食 

観光を「点」ではなく人と地域の「関

係性」として育てる 

市民 

事業者 

団体 

来訪者数を増やすことが

目的ではなく、食を通じ

て高砂に関わる人を増や

す観光へ 

来訪者 

高砂市観光交流ビューロー 

つなぐ・調整・伴奏 

今年度、私たちが目指すこと 

本計画は、高砂市観光交流ビューロー（以下「ビューロー」という。）の役割を改め

て原点から見つめ直し、「食」を軸とした地域資源の活用を通じて、持続可能な運営を

目指すために策定します。 

 

近年、観光を取り巻く環境や人々の価値観は大きく変化しています。かつてのよう

に「どこへ行くか」「どれだけ多くの人を呼ぶか」といった量を重視した観光から、

「そこで何を感じ、何を経験するか」という質を重視した観光へとニーズは確実に移

り変わっており、演出された観光地ではなく、その土地ならではの文化や自然、産

業、匠の技といった“本物”に触れ、食や食文化を通じて地域の暮らしや背景を知るこ

とに価値を見出す人が増えています。 

 

令和 8 年度は、こうした変化を踏まえ、改めて一つ一つの事業の意味を問い直しな

がら、市民・事業者・来訪者が緩やかにつながる仕組みづくりを進めるとともに、情

報発信・会員制度・事業の優先順位を整理し、特に「食」を核とし、市内事業者や生

産者と連携した体験・商品・情報発信を強化することで、想いが形として伝えられ

る、「観光を通じて、高砂と人との関係を丁寧に結び直す一年」にしたいと考えていま

す。 
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誘客促進事業 

交流人口・関係人口を増やす 

シティーセールス事業 

情報発信・ターゲットの整理 

結びのまち事業 

結びをテーマにした誘客促進 

利便性向上事業 

移動・案内・受け入れ環境整備 

ロケ地誘致事業 

ロケ誘致・対応 

物産品事業 

地域物産の開発・販売促進 

総 会 

各事業を統括、関係機関・事業者等と連携し事業を推進 

顧 問 理事会 

組織および事業推進体制 

令和 8 年度は、前年度に見直した事務局体制を基盤として、総会および理事会によ

る意思決定のもと、事務局が各事業を統括し、関係機関・事業者等と連携しながら、

ビューローの新たなステージとして実効性の高い事業運営を進めていきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委託事業 

地域ふるさと寄附金記念品発送等事業委託 

工楽松右衛門旧宅管理業務 

総会・理事会により方針意思決定を行う 

 

事務局 

（企画・調整・実行） 

監 事 

関係団体 高砂市 
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事業分野別の取組 

１，シティーセールス事業  

地域の歴史・文化・暮らしに加え、「食」を軸とした地域資源を整理し、高砂らしさ

を体験・商品・ストーリーとして可視化するとともに、情報発信にとどまらず、市内

外の人との継続的な関係づくりを目的に、情報発信・販売・PR・連携事業を一体的に

実施します。 

 

（１）採択事業を核とした観光コンテンツの磨き上げ 

 専門家の助言を活用して観光コンテンツおよび回遊導線を改善するとともに、地域

の工芸・ものづくり・事業者等の産業資源と「食」を掛け合わせた体験コンテンツを

造成するための情報収集・関係づくりに努めます。 

 

・地元飲食店×歴史資源→「まち歩き+食べ歩きツアー」 

・地場産業→「工場見学+試食・限定商品」 

 ・OTA（じゃらん等）に掲載→予約・販売導線の構築を目指す 

 

 

 

 

 

 

（２）観光案内媒体の充実 

 観光案内誌「The Takasago(connects)」を核に、紙媒体とデジタルを連動させた情

報発信を強化し、来訪者の回遊促進および関係人口の創出を図るため、そのため、誌

面内容およびデジタルコンテンツ双方の充実と導線設計を行います。 

 

観光案内誌 The TAKASAGO(connects) 

・掲載情報に紐づく QR コードを付与し、WEB・デジタルへの誘導 

・「食」を軸とした特集や企画を掲載 

・イベント情報の随時更新 

 

地域団体との連携 

・複数あるマップの集約 

・地域の人だからこそ集められる情報を収集および発信 
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・ネットワークの拡大、会員獲得、収益化へ展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ 

・登山ルートや注意事項をまとめた登山案内ページを充実 

・画像、資料を集約したメディア向けページの新設 

・QR コードからの遷移先として、情報の網羅性・更新性を確保 

 

（３）市内外での PR・キャンペーン事業 

 市内外で開催されるイベントや事業に参加し、開催される事業や観光地、特産品な

どの魅力をブース出展（店）により発信していきます。 

 

出展（店）予定 

5 月  姫路お城まつり（姫路市）・高砂音楽祭（高砂市） 

10 月  山電鉄道フェスタ（明石市）・Night Fantasy Illusion（高砂市） 

11 月  高砂市文化会館フェス（高砂市） 

12 月  赤穂義士祭（赤穂市） 

3 月  高田屋嘉兵衛まつり（淡路市） 

 

（４）広域連携による観光推進体制の構築 

 東播磨県民局において、東播磨管内の関係者と企画会議を月 1 回程度実施するとと

もに、市内各種団体やみなとまちづくり協議体の活動に参画します。あわせて、観光

情報の共有や協働プロモーション、周遊施策の検討を進めることで、広域および地域

内の連携を深め、継続的な観光推進につなげます。 

 

【連携体制・参画会議】 

・高砂市国際交流協会 



6 

 

・防犯協会 

・都市計画審議会 

・高砂市文化財保存活用地域計画協議会 

・高砂市総合政策審議会 

・石の宝殿及び竜山採石遺跡整備委員会 

・みなとまちづくり協議体 

・高砂商工会議所観光飲食部会 

・高砂市商業活性化調整会議 

・たかさご万灯祭実行委員会 

・ナイトファンタジーイリュージョン実行委員会 

・東播磨ふぁんくらぶ 

・一般社団法人かえるかなえる研究所（松傘の会） 

 

（５）高砂市応援大使のイベント等への招聘促進 

 現在任命している高砂市応援大使をイベント等に招聘し、誘客促進に活用していた

だけるよう、行政および民間に向けた窓口機能を担うとともに、大使が出演するテレ

ビ・ラジオ・イベント等において「高砂市」を発信してもらうための情報提供を行

い、広報効果の向上につなげます。 

 また、新たに谷五郎氏を高砂市応援大使として任命し、大使の PR 強化を図るとと

もに、招聘や情報発信に係る対応方針の整理・運用を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲平成 29 年就任 金村義明 ▲平成 30 年就任 吉田裕 ▲平成 30 年就任 花＊花 

▲令和 7 年就任 そえんじ ▲令和 7 年就任 米所裕夢 
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２，誘客促進事業  

 高砂市内の誘客力を有する事業や、歴史・文化・景観などの魅力を市内外に発信す

る取組に対して支援を行い、来訪者の増加と地域のにぎわい創出を図ります。 

 

（１）支援事業 

・たかさご万灯祭（たかさご万灯祭実行委員会） 

・Night Fantasy Illusion（ナイトファンタジーイリュージョン実行委員会） 

・その他、市内各神社の秋祭りや市内各種団体主催のイベント等に対する協賛事業 

 

 

 

 

 

 

 

【ビューローが支援を行う事業に関する規定】 

誘客促進事業として支援の可否について決定する。 

市外からの誘客を促進できる事業 

高砂市の事業として市外への発信力のある事業 

高砂市内の歴史・伝統・文化を市外へ発信・継承する事業 

その他高砂市を PR でき、誘客力を持つことを認められる事業 

 

（２）ぼっくりんを活用したおもてなし事業 

 高砂市のキャラクター「ぼっくりん」の運用・管理・活用を行うとともに、活用促

進を図るため、イラスト使用申請に関する規約の見直し・改定を行い、事業者や団体

がより活用しやすい環境を整備します。 

 

 ・イラスト使用申請手続きの簡素化および運用ルールの整理 

 ・イベントや観光案内所におけるぼっくりんの活用機会の拡充 

  

 

（３）景観形成地区活性化事業（2018 年 5 月「日本遺産」構成文化財に認定） 

 景観形成地区において、歴史・文化資源の魅力を活かした情報発信や回遊促進に取

り組むとともに、景観保全と活用の両立を図り、地域の魅力向上と来訪者の増加につ

なげます。 

▲たかさご万灯祭 ▲ナイトファンタジーイリュージョン実行委員会 
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 ・まち歩きや周遊を促すマップ等のツールの活用・更新 

 ・観光情報の見せ方の工夫による回遊性の向上 

 

３，利便性向上事業  

 来訪者が市内をスムーズに周遊できるよう、移動や情報取得の利便性を高め、快適

な滞在環境を整備する取組を進めるとともに、観光ガイドの育成、活用、案内所の運

営や MAP、案内看板の作成なども整備し、回遊性と満足度の向上につなげます。 

 また、将来的にはインバウンドに対応できるような取り組みも進めていきます。 

 

（１）観光案内所の運営 

 市内観光案内所の運営を通じて、観光施設、企業、店舗やイベント、交通情報等を

わかりやすく提供し、来訪者の利便性向上と満足度向上を図ります。 

 また、市内の物産品の販売を行っていきます。 

 

【市内観光案内所】 

まちの観光案内所「結びん」 

高砂北観光案内所（香房たかさご食彩縁内） 

高砂駅前観光案内所「ちちり」 

浮石資料館（生石神社参集殿） 

 

（２）観光案内ボランティア育成 

 毎月 1 回定期的に研修・意見交換会を行い、市内の魅力をわかりやすく伝えられる

人材を育成するとともに、高校・大学等とも連携し、まち歩き企画を通して人材の確

保に取り組みます。 

 また、街並みの雰囲気に合わしたユニフォーム製作し、来訪者の理解促進と滞在満

足度の向上につなげます。 

 

（３）地域観光資源の多言語解説整備 

 令和 7 年度採択事業により多言語化した内容について、案内看板や QR コード等の

設置を推し進めるとともに、観光需要に応じて随時多言語対応を拡充していきます。 

 また、ポケトーク等の翻訳ツールの活用や、多言語対応が可能な人材に登録しても

らう仕組みづくりに取り組み、受入れ体制の強化を図ります。 

 

４，結びのまち推進事業  

夫婦和合・長寿を謡った謡曲「高砂」発祥の地である特性を活かし、「結びのまち」

土日祝のみ開館 
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をキーワードとした誘客促進事業を推進します。 

 結婚・夫婦・長寿だけでなく場所・モノ・人など様々な意味で縁が結ばれるといっ

たテーマを軸に、地域資源を組み合わせた新たな観光コンテンツや体験プログラムの

造成に取り組み、「結びのまち、高砂。」のブランドイメージの確立を目指します。 

 

５，物産品事業  

（１）市内物産品 PR 

 商工会議所やふるさと納税返礼品提供事業者と連携し、市内事業者が製造する物産

品の PR および「結びん」での委託販売を行います。 

 売上拡充を図るとともに、高砂市ふるさと寄附金の増額につなげるため、物産品の

魅力発信につなげるため、部産品の魅力発信および PR の強化に取り組みます。 

 

（２）観光物産推奨品 PR 

 市内で製作された物産品を「観光物産推奨品」として位置づけ、観光案内所や各種

媒体を通じて PR を行うことで、高砂市全体の認知度向上を図るとともに、観光の魅

力の一つであるお土産品の製造・販売促進につなげます。 

 

（３）オリジナルグッズの製作・販売事業【収益事業】 

 ぼっくりんグッズに加え、高砂の地域資源や人物をモチーフとしたオリジナルグッ

ズの開発・製作に取り組みます。また、運営する観光案内所での販売に加え、市内外

のイベントへの出店を通じて PR および販路拡大を図り、安定的な収益確保につなげ

ます。 

  

・工楽松右衛門グッズの企画、試作 

・ぼっくりんグッズの新商品の展開およびラインナップの拡充 

・既存商品の販売強化(陳列の見直し、セット化、ラッピング対応等) 

 

６，委託事業  

（１）ふるさと納税寄附金記念品発送等事業委託 

  高砂市ふるさと寄附金の委託業者として、高砂市への寄付金額の増加を図るた 

め、より見やすく分かりやすいサイトの再構築や、チラシ等を活用したＰＲ活動を

実施します。 

  あわせて、新たな魅力ある記念品の掘り起こしや事業者との調整を行い、返礼品 

内容の充実を図ります。また、寄付者に対して高砂市の観光情報やイベント情報の 

提供を行い、寄付をきっかけに高砂市への関心を高め、継続的に応援していただけ
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る関係人口の創出につなげます。 

 

【重点的に実施していくこと】 

・体験型コンテンツ（まち歩き、秋祭り観覧等）の造成 

・観光施策と連動した魅力ある記念品の掘り起こし、および事業者との連携強化 

・寄附者に対する観光、イベント情報の継続的な提供による関係人口の創出 

・寄附者数および寄附金額の増加に向けた PR 手法の強化 

 

【目標】 

寄附金額目標：600,000,000 円 

    件数目標：約 35,000 件 

 

（２）工楽松右衛門旧宅管理・運営業務 

【理念】 

 工楽松衛門旧宅（以下「工楽家旧宅」という。）を、歴史・文化の魅力を伝え、人と

人を結び、交流と誘客を生み出す拠点として活用します。 

 利用者の視点を大切にし、スタッフの意識向上とスキルアップを図りながら、工楽

家旧宅の特性を活かした企画・運営を行います。 

 

【基本方針】 

1．交流・誘客の促進と歴史文化の発信 

  展示や企画事業を通じて工楽松右衛門の功績や高砂の歴史文化を分かりやすく発

信し、来館者の増加と交流の創出を図ります。 

2．利用者目線を重視した施設運営 

  誰もが安心・快適に利用できるよう、親切・丁寧なおもてなしとサービス向上に

努めます。 

3．地域と連携した施設活用 

  周辺地域や関係団体と連携し、地域全体の魅力向上につながる企画・運営を行い

ます。 

4．効率的で持続可能な管理運営 

  経費削減や環境配慮に取り組み、安定した施設運営を行います。 

 

【情報発信・PR】 

 令和 7 年度に再構築した HP を随時更新し、来館者にとって分かりやすく使いやす

い情報提供に努めるとともに、SNS やイベント掲載媒体を積極的に活用し、工楽家旧



11 

 

宅の魅力や各種事業の情報発信を行います。 

 

【ワークショップ開催予定】 

・帆布を使った小物づくり（御影屋） 

・ヨットセーリング体験 

・帆布の織り体験（工楽家旧宅） 

・常夜灯木工工作（工楽家旧宅） 

・手びねり陶芸体験（柿の木窯） 

・苔テラリウム（苔めぐり） 

―今後の展開― 

 今後は、各種ワークショップをストーリー別に整理し、まち歩きとセットにした体

型コンテンツとして発信していきます。 

【イベント開催予定】 

・工楽松右衛門歴史文化講座 

・結びの灯り 

・トリニティー体験学習 

・まちかどミュージアム 

・工楽とクラフト。商品の販売 

・高砂町街並みジオラマの作成 

その他、近隣で開催される高砂市の歴史文化に関連するイベントへ参画します。 

 

―今後の展開― 

 各イベントを工楽松右衛門や「結びのまち」ストーリーと結び付け、まち歩きやワ

ークショップと連動した継続的な展開を行うことで、回遊性の向上と誘客促進を図り

ます。 

 

 

 


